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は
九
時
川
魚

す
れ
ば
'
虹
に
柑

f
]
に
硬

化
を
水
た
す
を
比
る
が
t
か
.＼
山
如
き
粒
を
フ
ヱ
ノ
ー

ノー
揮

杓
に
侵
す
咋
･
そ
の
爪
f
]

は
仝
-
起

ら
ざ

る
か

'
或
は
S
L也
が
甚
だ

し
-
仰
減
せ
ら
リ心
1

を
比
た
る
が
故
に
'
こ
の
ソ
ヱ
ノ
ー

ル
詔

巴
は
加
熱
に
よ
り
て
追
撃
を
･[_4
-

る
こ
と
碓
挫
な
-
と
よ'
ふ
べ
し
｡

小
.#
大
挙
の
ワ

エ

′

-

ル
ポ
f
j
い
脱
肘
亜

に
バ
ラ
タ

レ
ノ

ー

ル
‥
へ
ソ
十
メ

ソ
P
i･･の
耶
S
j反
腔

に
畔
さ
て

二

.L



小
罪
大
葬
の
7
ヱ
′
-
ル

群
色

の
原
田
軌
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
}
･へ
ソ
チ
ヂ

ソ
&
･の
耶
色
反
隈
に
耽
き
て

i
二
八

第

二

幸

パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
､
ベ
ン
チ
ヂ
ン
等
試
葵
に
よ
る

小
夢
大
夢
の
着
色
反
鷹

小
穿
t
i<
容
の
フ
ユ
ノ
ー
ル
k
-
也
戊
腰
の
傾
凶
を
決
虹
す
る
方
班
と
し
て
t
｡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
'
ベ
ン
チ
ヂ

ン

t7茄

椛の
就
轍
を
川
ひ
て

粒
の
竹山
也
反
腔
を
桧
止
し
'
以
て
そ
の
際
何
物
が
フ
ヱ
ノ
ラ
-
ゼ
に
あ
ら
:･)JJ
る
か
な
満
腹
し
た
-
.
叉
此
･ltI飴
と
脚
聯
し
て
､
後
に
迩
ぶ
る

が
如
-
､
小
沓
及
び
大
食

の浸
-;
液
に
つ
き
て
も
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
t
｡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
!
ル
の
蚊
胤
定
演
験
し
た
り
｡

此
性
験
に
刷
ひ
し
は
ダ
ブ
ヤ
ツ
ク
丁
幾
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
'
リ
メ
チ
ル
7

:
リ

ン
､
ベ
タ
ナ
フ
ト
ー
ル
'
ベ
ン
ナ
ヂ

ン
の
充
純
な
-
.

又
試
料
と
し
て
は
'
小
野
'
+/
容
に
つ
き
､
フ
ヱ
ノ
ー

ル
荊
也
の
渋
き
も
の
'
淡
き
も
の
及
び
.<
秘
仏

の
も
の
を
選
び
川
ひ
た
=1
.
そ
の

軸
郊
名
は
各
惟
験
の
切
目
に
於
て
犯
迎
せ
ん
と
す
｡

第

一
節

グ

ア

ヤ
ツ
ク
丁
餓

(G
uftjilktilik
t"
･)

節

1
回

壮

齢

小
歩
の
郡
軒
の
,<;
'
フ
ヱ
ノ
ー

ル
新
色
の
鵬
淡
に
よ
り
J
J
､
攻
の
五
節
を
川
ひ
た
-
0

フ
ヱ
ノ
ー
ル
ナ=
也
の
il
:…純
色
な
る

も
の

フ
ヱ
ノ
ー
ル
新
仏
の
浪

茶

褐
色
な

る
も
の

T

r

7

.tL
-e
lk.1V
L･u
tg
a
re
Var･
tLLte.I.Ce7m
A
L

T
･
ts
･g
id
u
r･rI
T
･
2
･q
J
=

T
･
d
ur
u
)n
u
a
r
,
h
or
d
c

lf
o
qぎ
e
H
u竺

'

T
･
v
u
tg
are
var･
f
errzLg
f'n
eum
A
LJ



雛 二 ]壬 小 宴V)ブ7'-I.ツ タ r糠黄色JklJk. (節-一同)

弟 =.-Ji ノト智の グ丁ヤー'/クr髄カ'L一色Jil!kJ; (那-･阿)

小 .整 (7) 輔 矧 1 3時 1i1.1後 の 耶 色

ill;純 色 Ct汀ytlLtHsGleell

純 色 八･qlll仙lelul･L,en

I(･'h純 色 Y(･llo"一i､llHlこItlt･L)u汚
-J(こ .LJ出

//

T.17'1.,/(LrRl･.ll,(,!.I(eJ'占

'r tr.･r,/L',i,,I/I

r.(/J一′､J･',H l./1'11･'!e.:rrNM':

'Ei Lq,(,,lm･tH ･. ren･"[/Ill("〟,

'1'･1Ol,'J･lrr:〃′

フ

ヱ

ノ

ー
ル
に
て
.<
砕
也
な
る
も

の

T
･
p
o
lo
n
lc
u
JJI

T

･
tS

グ

7
ヤ
ツ
ク
丁
埠
は
二
弱

的
瑞
浴
液

な
り
Q
そ
れ

:.I
.飴

･e
itl
淡
は
､
昭

利

十

川

祥

一

日

干
.十
日
に
'

小

欝
打

○
料
を
べ
-
ト

リ

州
に
入

れ
て
'
永
二
Tt
.cc
を

加

へ
て
'
特

化i
隼

比

に

最

を

'
川

八時
冊

筏

に
水

を

耽
り
去
り
て

､

減

刑

の

ま
1
袈
相
に
放

け;)
し

て

'

二
月
二
日
I
前

1
C
岬
へ
七
二
時
川
根
)
に
べ
-

ト
-

凡
川

に
悦

=!.靴
を
炊
き
､
小
輩
･隼
で'哩
･州
を
ド

に
し

て
'
二
C｡
わ
ダ
ブ

ヤ

ツ

ク
丁
稚

を

.汁
加
せ
り
Q
そ
〃

紺

;l
t
!釣
二
女
の
如
し

0

位
は
.

二
C
分
冊
後

に
新
色

せ
り
｡
そ

の色
を
税
放
す
鶏
に
'火
中
に
R

l

1.C･W
Iil

い
相
継
色
を
も
伸
せ
j
=
し
た
り
O

弟

二

回

..t

.
醗

二
八
二
日

に

前
に

吊
じ
-
'
小
碁
を
水
に
は
し
て

二
1.
..抑
制
後
に
一
一tt
料
を
ベ

I

ト
リ
M

に
揖
:i
L
t

二
cc
の
グ
∵
ヤ
ツ
ク
.-
雄
琴
川
加
し
た
る
に
､

1L
時

小
器
大
賀

の
フ
ェ
ノ
ー

ル
小
色

の
厭
い
tl

iJl
パ
ラ
ク

レ
ゾ

ー

ル
'
ペ

ソ
7一
イ

ソ
竿

tH
rT
nJ
ーY
比

に
･=<
･寸
Jで



'il'lHJg衣 /ト賓のグアヤツク丁浅ノ.rj-･hT刈B.: (簡r:.同)

小
筆
大
葬

の
7

>'(
ノ

ー

ル

群
色

の
原
凶
雌

に
パ
ラ
ク

レ
ゾ

ー
ル
'
'へ
ソ
テ
ヂ

ソ
叩
･･
e
F;
色
反
野

に

血
き
て

l｢
.'ll

小 葬 の 秤 炉 3#r視後の相のfI-色 20矧il後の浸出牧の廿色 液の野色の

_I/I. ,t9ar81,,.luEescens 淡 緑 色 Corydali8Green 淡 純 色 LightGt叩eGreen 2

T.如.Old- 緋 色 AsphodelGroelt ′′ /′′′ 3

T/lE'L仙 ′川.̂ 07.dell/OiりHe 淡 緑 色 YettowishGtaucoLLS ′J WaterGL.ttL,n 4

T.i.uZ9arer. jTerru91'n-It▲nL 不 哲 也′′ 緋 色 ).tythoGl.Gen 1

1'.poToはieu"-i 憐 範純色 PiLlechalce-tJlony.tで11(川ー 65

備Y3-位の線色は1が伯もi良く､6が砧も淡 L｡されど此殆矧 まl唯少な り｡

闇
後
に
着
色
明
瞭
に
な
れ
り
.
そ
の
純
北
は
弟
三
教

わか
L
c

那

三

回

托

煉

小
沓
粒
を
M
l.ハ
帖
捌
火
に
涼
し
た
る
筏
'
グ
7
ヤ
ツ
ク

丁
稚
i.1=
也
を
比
た
る
山
み

な
ら
す
'
輔
そ
の
:4
日
沢
井

cc
を
搾
り
て
'
数
滴
の
グ
ア
ヤ
ツ
ク
丁
稚
考
rE
加
し
て

暫
時
放
.=止
し
た
る
後
に
､
井
波
の
･fLZ
色
を
見
た
-
o
そ
の
総
状
は
弟
IIq
炎
の
如
し
｡

u
i
:山
二
面

験
に
よ
･リ
て
､
+/
冊
フ
ヱ
ノ
ー
ル
前
色

の
状
き
相
知
に
於
て
'
グ
ア

ヤ
ツ
タ
丁
隼
に
よ
る
線
色
は
艇
も
瀧
き
を
認
め
た
-
o
H
へ緑
色
な
る
飛
め
に
'
そ

の

浪
漢
の
拙
別
が
フ
ヱ
ノ
ー
ル
の
か
-
判
然
せ
ず
｡
付
し
例
外
的
に

T
･e
u
tg
a
7･e
V
･

f
m
さ
9
1.～
eu
m

は
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
て
浪
茶
袖
山
に
･ti.=
色
す
る
に
か
1
は
ら
す
二
]一代

歯
北
ハ
に
不
礎
也
な
る
こ
と
な
り
｡
然
る
に
､
そ
の
淀
川
波
に
於
て
は
､
此
椛
卸
が
他

に
此
し
て
故
も
淡
色
を
よ
せ
る
は
托
H
に
旧
す
.
文
雄
溜
水
も
､
之
に
ダ
ブ
ヤ
ツ
ク

丁
幾
を
加

へ
し
薦
め
に
'
淡
紋
色
に
な
れ
る
故
に
､
浸
水

液

の
域
令
に
は
之
に
つ
き

‥任
諌
す
る
を
炎
す
｡

相

の

練
色
は

i
t
=夜

を
粧
し
後
に
は
'
脱
色
し
て
佃
f新
出
と
な
=1
'
又
粒
を
乾
燥

す

j
L

ば
'

線
色
は
地
色
す
｡
か
-
苅
色
が
不
安
淀
に
し
て
､
新
色
松
雄
=州
を
球
し
り

す
'
凡
っ
は
敏

也
の
磯
波
井
異
が
小
な
る
収
に
'
此
試
薬
を
川
ひ
て
'
口州
柵
の
鑑
態



に
な
し
門
ざ
る
な
り
｡
〓
ハ前
.J
=性
験

に
よ

り
て
'

大
冊

フ
ヱ
′
I
ル
拭
船
の
娼

糖
な
る
も
の
柑
'
グ
7

ヤ

ツ
ク

丁
稚
に
よ
る
線
色
反
酢
も
…i=

し
き
も
の
な
りq
hr,Jり仙む
O
仙
し
て
フ
ヱ
ノ
ウ
-
ゼ
の
如
き

一
種
の
舵
化
彬
弟
に
起
囚
す
る
に
あ
ら
ざ
る
か
を
拙
･'31し
柑
る

な
-
.

第

二

節

バ
ラ

ク

レ
ゾ

ー
ル
(
P
ilr
:I
,･1･つ･Sっ)
)

ぺ
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
を
川
･ひ
て
､
小
歩
の
=:･.小
色
は
鮎
を
比
た
り
O
滋
に
川
ひ
し
成
劫
は
末
%
ア
ル
コ
ー
ル
悌
椛
放
り
Q

節

]
回
:.t

臨

小
安
の
仲

卸
は
攻

の
如

し
.

r
こ

.tlt
g
a
l.C,

畑

山

;

=:3
林

一

推

同

貞

妨

･
LL

i:

ソ
ヱ
ノ
ー
J/
.I';
也

淡

紫

純

色

初

色

T

･

{17L,..ulfa
i.a7.･
ho7.(te-f
orme

H
ニS.r

茶

純

色

茶
初
年

･ト礁
茶
机
色

T
･
E

u1
.･yifT

u

m

T
,
2
･q
.3

T
･

po

Zo7u'

Cul
n

T
･
C)

1.純

色

-<

礎

色

昭
和

十
川
聖

1月
九
円
に
前
記
椛
鋸
の
小
委
か
二

〇
C
柑

宛
川
○
∝
の
淡
…潮
水
に
.LE
誠
L
t
.<
C
抑
k
r:
二
帖
冊
後
に
1枚
-
目
し
て
'
べ

I

ト
リ
札
内
櫨
机
上
に
'
臓
't;
を

下
に
向
け
て
北
べ
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
;'SV
浦
を

蒜

汗
加
し
た
る
に
'

:.
咋
皿
後
に
は
れ
巴
を
始
め
た
り
.

粒
山
頂
端
柵
と
他
紙
邦
と
に
よ
り
て
多
少
前
出
を
=E
に
す
ろ
･.紅
比
た
る
故
に
粒
堅

1分
し
て
'
色
を
観
察

此
職
す
る
こ
と
1

な
せ
り
.
二
二
.

小
繋
大
要
の
フ

ヱ
′

I
ル

耶
色

の
1-R
は
心

に
パ
一フ
ク

レ
+.,
-
ル
'
+(
ソ
チ
ヂ

ノ
顎

の
･:･=
色
佼
町

に
就
き

て



小
器
大
野
の
フ

ェ
ノ
ー
ル
許
色
の
防
腐
棚
に
パ
ラ
グ
レ
ブ
ー
ル
､
ベ

ン
チ
ヂ

ゾ
竿
の
潜
色
反
際
に
虻
を
tJ

1

暗
闘
後
と
'

九
禿
時
仙
後
と
の
前
也
は
須
五
衣
の
如
し
o

f
T
i

.
和

紀

＼
丁

鴎

GD
)
,O
j~
ヽ

t/

)
.

I

)i,
fTiI･
ロ

Jjt
i(LTt:

(韻
-
笥
)

P tS tS m 店J 細

bQ 貫 き J 訂

喜.一五 空 事

～空言ま 訂 涼

5. L

S'⊇ 頚
左 肘 丑 紫

j｣ 等;. #: 束 Si-i 封 D;i

料 基 CL3噸 謎 品 叫 ミ 遊 a
暑耳

酔 田 仲 酔 酔 当 惑- 描南 8丑鎖

剖 缶 隷:=詣 迅

h!. sh.畷 ミ ミ 茜 二 モ カ i

空Tg が G7LrTJ

腔 仲 砕 酔 持 盟 [昏
ーll lfZ< ト■一 一.一 一イ

剖 笥:. 冷.:: 顎!. '封 to

応 避 モ 芸 ミ 選 垂 Cn香

醇 Lrln 挿 伸 当 惑- 舷胃! Q

ト..■ ー FI 一･.■ ト..■

-'L' 謎 モ B= ミ 選

rPl 挿 rLTt m ヨー..mh
I...一 一 ■ l=司 一.一 I.._■ 己う

刊 管主 J-V.T 態 梓
当: 当'. 籍

蝦 二 年 品 ゝ 功. 罪
._yS 還 8

仲 伸 醇. 田 剖正!
一 一■ 一.一 ト■.一 一.一一

il 御 難 沖! 5' 壬抽1一一J か ヾ疎川35=

l 満 rEt＼
碍 遜 韓 避 蒜 I

浄き 品 ＼ヽr

義 市

轟
巾

符

鞍

3
.

さ
罷
jB
垂
,
覇
轟
き

が

お

.n
宗
朝iJS
tf
EE
h
o

三
汁i
F:･L同
tL
:
叫

1

>_
秤

,.
)
〃
4

.

釣

二

回

仕

鯨

二
二
時
捌
水
に
浸
し
た
る
粒
を
収
-
H
L
J

二
月
十
日
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
擢
唾

1
･
茄
∝
草
Qt
加
し
て
'

そ
の
#
色

は
船

を

比
た

=1
.
そ
の
方
綾
は
前
回
に
同
じ
｡
た
ゞ
浸
水
吋
冊
が
'
前
岡
は
三
時
仙
た
-
L
が
'
今

何
は
二
二
時
川
た
る
の
差
に
過
ぎ
す
o
そ

の

結

果

は

節

山ハ
炎

の

如

し

o

節

三

回

牡

鎗

二
月
十
七
日
に
､
攻
の
砥
料
を
二
.峠
冊
水
に
侵
し
た
る
後
に
､
ペ

-
ト
リ
札
内
吸
帯
鋸
卜

に
並
べ
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
二
l!t!
牢
汗
加
し
て



節 六 表 ′ト要のノミラクレゾール新凸Ji船 (珊二回)

和 雄 ':I:≡-買≡芸 芸 農 等 芸慧 乾 塊 粕の そly-也

EI 林 一 班 倍亦Il等n色∫亦 和 白 7赤 褐 色 ー狐赤褐色 J皿赤褐色 廿

n'i l号 ･.tk.J'Jj7の色 よりも糊 Lc, //･･ ･ ･･-.同上

釣 七 衣 小繋のパ ラクレゾール茄CiJ丈).lhl: (郡三岡)

1!;li 考 〝- -･.-lTd上

･L
寅
大
鼓

の
フ
ェ
ノ
ー
ル
若
色

の
郎
凶

I
il
パ
ラ
ク

レ
ゾ

ー
ル
‥
へ
ン
チ
ヂ

ソ
等
の
桁
色
反
肝

に

如
き
て

k
鮭
む
槍
し
た
=
O
そ
の
結
牡
庄
山

七

火

S

如

し

｡

フ

ェ

ノ

ー

ル
汀

爪
｣

赤
鋲

.<
知

1
批

濃
紫
初
凸

イ
ガ

筑
後

オ

レ
ゴ

ン

離
茶
純
色

H

目

茶

純

色

新

中

長

茶

純

色

･日

サ

ヤ

茶

柵

巴

.t

i

出

御

力

淡
茶
.i
色

小

参

の
パ

ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
消
色
の

近
似
の
色
を

1it-至
Wlnr
排
畔
色
に

て
現
は
せ
ば
､
次

の

か
L

o

同
じ
記
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よ
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潰
し
､
吸
i.叫
机
上
に
並
べ
.
.ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
禿
〆
醇
液
を

一
･
五

cc
加

へ
て
､
六
時
糊
及
び
二
川
畔
仙
筏
､
池
び

に
乾
快
椛
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茄
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燥
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す
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し
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が
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す
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を
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椛
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比
た
り
O
畔
を
二

tN
帖
川
侵
来
し
た
り山

筏

に
ベ

ン
チ
ヂ

ン

1i
〆

(

.H
tO
妬
ア
ル
コ
ー
ル
に

溶

か
し
た
る
も
山

た
り

し
故

に
､
前
述

の
如
′J･

溶
解
は
売
発
な
ら
す

)

を
二
cc
宛
江
加
せ
り
O

二
日
十

二

..日
に

T.ti
J

水

'



第一三1-k j(番のベ ンチヂ ン='-Ti也

小
輩
火
葬

の
7

ヱ

ノ

ー

ル
;i=色

の
脈
塩
川1
一㌧
ハ
ラ
ク

レ
ゾ

ー
ル
'
ベ
ン
チ
ヂ

ソ
等
の
着
色
反
腰

に
戯
き

て

i
何

○

輔 弼 24rb潤 後のnJ.負 乾燥後の街色 71/-JL苛&

nk- 面 1 脊 面 ;悔 可 脊 -ml 位 頂丁 脊 面
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第--ILLITR･ -)(容の ベンチ ヂ ン/第･色
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(.{′rモ羊- ,1モ梢 色 伏Ll､和出

′′ 丑 tI等補 色ー慨,li.,'JiiJJ'il甘 為等褐 色1

紅 梅 不 ui'色 純炎梱包I諸 芸は横 - 抽 丁 不皆父は排茶褐色1

〟- ･--仝上

十

川

日

に

ベ

ン

チ
ヂ

ン
に
侵
し
た

-
o
そ
の
前

色
の

結
;i
は
郵

7
三
炎

の

如

し

｡

姉
川
阿
世
放

大
智
凹
印
を
川

ひ
.
二
日
卜
iハ
日

に
浸
水
L
t
1-.
川

鴨
川
後
に
収
り
出

し
､
ベ

ン
チ
ヂ

ン

一
%
溶

液
(ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
-
浴

解
せ
し
も
の
)
≡

∝
奪
托
加
し
て
新

色
を
試
験
せ
り
Q



そ
の

紙

火

は

利

一
川

火

山

如

し

｡

山
上
､

川
肘
に
ー〓宜

て
､

小
沓
及
び
人
啓
を
川
ひ
て
'
ベ

ン
チ
ヂ

ン
の
消
色
戊
舷
を
比
た
る
に
'
=州
種
に
よ
り
七

浪
溌
あ
り
t
H
.
つ
そ
r
;

淡
淡
は
フ
ヱ
ノ
ー
ル
爪
也
の
浪
淡
に

1
致
せ
る
を
認
む
o
そ
れ
故
小
智
北
に
穴
蕃

山
=州
純
だ
･L兄
に
ベ
ン
チ
ヂ

ン
女
川
ふ
る
は
有
効
な
-
と
ム

ふ
ぺ
L
o
又
か
-
フ
ヱ
ノ
ー
ル
及
び
ベ

ン
チ
ヂ

ン
に
よ
り
て
前
出
す
る
こ
と
は
'
フ
ヱ
ノ
ラ
-
ゼ

の
作
川
に
よ
り心
も
.の
た
1･1
と
考

へ
ら
る
o

H
I1
3
t
.椛
の

_
抜
染
を
川
ひ
て
'
小
容
山
前
色
は
･'i
gを
札
た
る
結
;i
.
'ハ
ウ
ク
レ
ゾ
ー
ル
'
ベ

ン
チ
ヂ

ン
､
〆
ア
ヤ
ツ
タ
丁
確
は
フ
ェ
ノ
ー

ル
と
川
じ
仰
向
を
以
て
､
そ
れ
ぞ
jL

の
詔巴
の満
濃
牢
.小
し
た
ソリ
比
に
'
此
れ
色
を
起
す
収
囚
物
は
フ
ェ
ノ
ラ
ー
ゼ
な
り=j
lJ
と
川
違
た
か
る

べ
L
Q
他
の
二
講
]･5
'は
そ

の

甘
班
通
骨
川
な
ら
ぎ
り
し
瑞
め
か
'
‖州
棚
に
よ
る
帯
色
山
井
異
を
十
分
に
規
は
さ
i･-
L
o

フ
ユ
ノ
ー
ル
t
.(
tツ
ク

レ
ゾ

ー
ル
､
ベ
ン
十
干
ン
｣
一l

_
式

溝
は
小
蜜
､
(/
潜
の
‖
…
相
打
･:心
に
¶
効
滅
切
な
る
枚
に
'
何
れ
に
⊥
IQ
も
吋
な

第

三

章

浸
出
液
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
着
色
反
鷹

小
本
､
人
妻
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
新
色
満
願
を
な
す
に
は
'
傭
め
二
川
帖
仙
人
に
リ霊
山t
L
た
る
相
を
川
ふ
れ
ど
､
文
相
泊
せ
ざ
る
乾
燥
粒
に
て

も
前
i
lす
る
な
･リ
｡
〓
ハ
そ
わ
け

;

1=
色
は
徐

々
な
る
が
'
'iH
帖
仙
フ
ヱ
ノ
ー

ル
に
㍍
す
峠
t
.
結
局
止
っ
て
濃
凸
_こ
な
る
を
認

め

た

.1
｡
こ

れ
竹

山蔀
性
と
捌
聯
し
て
､
そ
山
侵
f'･=
し
た
ソ山
水
に
も
消
色
を
起
す
べ
き
肘
囚
物
が
:.J.5
日
L
i
=
る
こ
と
は
愁
伸
し
柑
る
桝
た

-
Q

l'
･ネ

ル

どれ一

(S-

J
E
j
I
)
(
妻

ハ)
は
小
委
の
II.1i
H
液
に
つ
き
て
･
フ
ェ
ノ
ー

ル
前
巴
は
鮎
を
拭
.放
し
て
･

フ
ェ
ノ
ー

ル
新
色
の
肘
囚
物
が
溶
川
す
る

こ
と
'
待

っ
て
そ
の
水
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
を
加
ふ
れ
は
'
=.i-州
巴
す
る
こ
と
､
此
:Z
H
浦
を
井
沸
す
れ
ば
'
フ
ェ
ノ
ー

ル
前
色
の
埋

り
ざ
る
こ
七

小

.*
i<
琴

の
フ

ェ
ノ
ー

ル
r･.;
色
の
択
_
L亜
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
､ペ
ソ
ナ
イ
ン
等
の
･:t
色

汝

潜
に
邸
Lrモ



小

峯
大

野

の
フ

ェ

ノ

ー
ル
I1日
色

の
厭
倒
聖

]
+ハ
ラ
ク

レ
ゾ

ー
ル
J
ペ

ソ
チ
ヂ

ソ
琴

の祈
色
反
脚
に
艶
き
て

1
pq
二

等

を
渡
米
せ
り
.

著
者
等
は
小

&
･
大
葬
を
川
ひ
で
､
そ
の
侵
里

舵
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
新
色
を
検
定
し
､
そ
の
新
仏
の
渋
皮
と
'
隼

で
の
も
の
1

L
=
也
の
脈
圧

と
が
､
黙
し
て
､
よ
-

一
致
す
る
も
の
な
り
や
t
や

を碓
め
ん
と
し
て
､
攻
に
述
ぶ
る
が
如
き
加
駿
を
わ
ひ
た
-
0

第

一
節

7
ヱ
ノ

ー
ル
に
よ
る
粒
の
新
色
ビ
泣
出
紋
の
希
色
AfJ
の
掛-
係

一
､
試

料

此
Lj

飴
に
川
ひ
し
小
番
は
t

Tr
L.Eicun‥
l～
r
Lき
,
T

,

d
E

'u
"
I

Va
r
･
JL
O
Jtde1/
OrnLe
,

T
･

d
u
p7
'u
"
"

a

r
･
,JLe
l
a
n
o
p
u
s
,

T

･

t
u
r
g
i
El
～
m
,

T

･

p
o
t
o
n
'.e
t,m
,

T
･
m
o
･w
c
o
c
c
-

.T

･

,tI.CO
C
C
y
m

,

T
二

,
p
e
E
E
a

e
捕

椛
に
l外
れ
-
Q

而
し

て

1
〆
フ
ェ
ノ
ー
ル
;.怖
液
を
川
ひ
た
･1
0

二

'
前

払

滋
川
根
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
を
加

へ
て
､
現
は
れ
し
色
は
浪
淡
多
純
な
-
O
よ
り
て
そ
の
色
の
氾
減
は
秘
め
て
困
桃
な
る
が
'
次
の
如
-

〓
ハ

純
に
笹
別
せ
-
｡
而
し
て
リ
ツ
ヂ
ウ
ヱ
I
律
叫
色
申
'
之
に
近
似
な
りへ
も
の
を
仰
せ
梢
げ
た
り
0

潰

赤

組

色
1

L
i
v
e
r

B
r
o
w
n

潰

赤

組

f
]-

Ca
r
o

b
Br

o
′
-

赤

川

渋

茶

禍

茶

槻

茶

杓

色
l

色
且

色
且

H
ay
ls

R

u
s
s
e
t

P
r
o
u
t
s

B
r

ぐ
ノ/,n

R
o
o
d

B
r
o
w
ri

色
此

T
a

w
n
y
,

S
a
c
c
a
r
d
o
.s

U
m
b
er

添

茶

褐
色

1

M
a
rs
B
r
o
ノ
′占

英

絹

也
l

C
inn
a
ロ

on
B
I
O
′Y
n

謀

禍

n
∬

R
us

s
e
t

淡

茶
純

色
l

B
u
f
f
u
･

B

昌

ノ-





淡

茶

杓

也
-

S
ay
al
B
r
o

w
n･
T
a
w
n
y
･O
liv
e

淡

茶

純

色
t

F
a
w
n
c
o
lor
,

W

o
o
d
B

r

o
w
n

淡

茶

純
色
皿

V
in
a
c
e
o
u
s･B
u
f
f

繊

i.～;
純

色
1

W
a
r
m

B
u
f
f

枇

非

純

色
此

l

･ight

B

u
f
f

微

朱

巴

P

ate

Sa
L
ヨ
On

C
o
tor

二
..'
方

班

1
月
二
十
ニ
'H
試
料
花

G
粒
を
茶
榊
水
約
二

C
∝
に
没
放
し
､
二
川
時
仙
後
に
川
侵
里

柵
l<
∝
Lを
収
つ
て
､
之

に

フ
ェ
ノ
ー

ル
1

〆
稀
紺

液

一
C｡
草
ft
加
し
て
'
拙
氏

一
荻
上

八
鹿
に
保
竹
し
て
､
日
々
前
出
を
比
た
:1
Q
巾
符

丁

,八
cm
の
ガ
ラ
ス
的=
に
入
れ
て
､
後
ん
に
∩
武

を
:.ttて
光
線
を
裾
に
し
て
色
を
透
雌
し
た
り
0

日

リ
､
tE

Ⅷ1t
一

田山
:7二
二
日
川
山
爪
也

の状
TTh･)
を
純

潔
した
る
に
､
そ
の
紬
牡
は
節

一
井
出
の
如

し｡

新

一
'<
衣
に
よ
れ
ば
､
は
-;
舵
が
フ
ヱ
ノ
ー

ル
に
よ
-
て
最
も
;t
J
･前
出
す
りU
は

T
･

tuT･g
J'(F
nt
に
し
て
t
IL
つ
t'1=
巴
も
浪
き
を
溜
め
'

之
に
次
ぎ
て

T
･

,n
o
n
o
c
o
c
c
u
m

も
;'
-
八
つ
状
-
帯
色
し
､
そ
の
両
･甘
山
川
山
芋
光
は
少
L
o
こ
の
班
淡

は
､
粒

の

フ

ヱ

ノ

ー
ル
新
色
と

よ
-

1
放
す
リU
な
-
｡
而
し
て
前
也
は
日
放
を
終
り心
に
綻
ひ
て
位
-
な
り
て
､
八
日
後
を
比
ソU
に
､

T
･
ぎ
･g
Z.(l
am
.は茶
純
色
I
に
な
り
､

T
･
7"
O
n
O
C
O
C
e
u
m

は
茶
純
色

■
に
な
-
､

三

五

後
に
昼
榊
新
川
に
井
拙
論
…き
に
到

･J.yLり
Q

右
に
次
ぎ
て
沸
き
は

T
･
spe
Z
t
a

T
1)T
に
し
て
､
フ

ヱ
ノ

ー
ル
‥.t
加
後
八
日
目
に
i･.小
色
を
税
は
し
､
二
..二二
日
後
に
は
淡
紫
硯
色
山
に
な
･C

た
る
が
､
そ
の
色
は
唾

棄

に
比
す
れ
ば
頗
る
淡
し
｡
此
郡
代
も
相
の
拾
巴
の
5..'1=
淡
に

1
放
す
る
な
-
0

7.7Jは
T

･

ElEL1･"tm
.2

･qた
0に
し
て
､
!

一
日
後
に
什
か
に
微
;吋
純
巴
-

を
硯
は
し
､
'二
･'二
日
後
に
も
､
沸
比
を
増
さ
ヾ
-
L
n

小
輩
大
葬
の
フ

ェ

ノ

ー
ル
It･';
n
j
の
'駅
側
州
に
.∵
フ
タ

レ
ノ

ー

ノー
'ペ
ソ

十
ヂ
ソ
P
･t:?
;･.;
L=j
1<
性
に
耗

き
て

i
川
.二



小
野
大
器
砂
フ
ェ
ノ
ー
ル
iuwTl色
の
原
軌
跡
に
バ
ラ
グ
レ
ブ
ー
ル

､ベ
ン
チ
ヂt

ソ
琴
の
ポ
色
反
腰

に
絶
望

J

一

何
州

)

T
･d
u
l･u
"
-

a
r
･
h
o
r

deZf
0,.1m
ei及
び

T
･
SP
etta

2
'q
i
.L393.J
は

､
棺
に
於
て
托
淡
茶
純
色
叉
は
股
茶
祖
色
繁

正
し
た
る
も
'
そ
の
泣
出

準
は
純
…色
に
し
て
､
和
不

一
致
を

詠

む
れ
ど
も
'
第

1
末
表
に
於
て
命
.舶
的
に
比
較
を
な
せ
ば
'
肌
色
に
苅
e
Jす
る
粒
に
於
て
ーは
'
そ
の
T.:i

m
液
は
;'
-
清
色
を
始
め
､
且
っ
口
数
を
折
る
に
従
ひ
て
濃
度
と
辿
庇
と
を
竹
す
む
認
め
'
粒
が
茶
桃
色
八
東
浪
茶
初
也
に
荊
i
lす
る
も
の

に
於

て
娃
'
荘
川
液
の
渋
皮
は
柚
め
て
淡
き
か
'
或
は
舶
嘉

i
lに
終
り
､
粒
の
新
色
が
渋
茶
純
色
乃
葦
潰
紫
初
f
]
に
浩
｡
也
す
る
も
の
に
於

て

紘
,
前
‥仙
者

の
中
川
に
請
色
の
速
度
及
び
渋
皮
を
和
す
る
も
､
そ
の
色
は
握
だ
淡
し
｡

粒
が
フ
ヱ
ノ
ー
ル
如
嘉

色
(
不
礎
色
)
の
も
の
に
し
て
'
そ
の
汝
州
液
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
ポ
｡
色
を
な
せ
る
も
の
な
し
｡

:13
=;
時
旧
が
二
川
崎
側
の
場
合
に
'
元
水
柿
が
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
て
叫
純

色
に
独
ま
る
も
の
な
ら
は
'
そ
の
淀
川
液
に
フ
ヱ
ノ
ー

ル
を
加
ふ

れ
は
､
八
二

二
百

後
に
茶
杓
也
を
=正
す
れ
ど
も
'
粒
が
炎

袖
-
渋
茶
純
色
に
('=
也
の
も
の
に
於
て
は
二

両

畔
川
浸
り

舵
に
て
は
フ
ヱ
ノ

ー
ル
析
出
が
甚
だ
淡
き
が
は

に
､
潰
茶
初
色
以
下
の
挽
き
粒
消
色
を
な
す
和
知
に
於
て
は

'
荘
川
二
川
咋
榊
に
て
は
'
そ
の
合
祁
す
る
新
仏

原
附
物
の
浴
日
が
微
少
な
る
こ
と
を
批
祭
し
柑
べ
L
c

第

二

節

浸
出
練

り
取

按

ひ

PfJ
フ

ェ
ノ

ー
ル
着

色

.fJ
の
闘

係

1
､
試

料

及

方

捷

攻
に

T
r..ttcS
,T
Vu
lgw
e

の
凶
｡m
柿
に
就
き
て
'

1
月
廿
糊
口
に
試
料

克
C
粒
宛
を
蒸
溜
水
1
7
C
L∝
に
滋

･新
し
(
二
川
畔
榊
律
に
取
り
′

;
L
t
山
に
同
比
輿

椎
五
C｡に
フ
ヱ
ノ
ー
ル

l
%
浴
液

1
∝
牢
yt
加
せ
-
｡
而
し
て
之
を
按
畔
(A
)
と
な
し
て
､
同
作
に
攻
の
如
き
蛾
作
を

試
み
た
る
滋
山
潅
B
t

C
t
D
t
E
に
つ
き
て
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
消
色
を
比
較
し
た
=1
0





A
t

一
日
鮎
川
液
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
溶
液

二
3
:托
カ
O

F3
'
A
が
新
仏
を
始
め
る
迄
泣
出
液
を
基
ま
1
輔
氏

.Y
井
虻
に
保
有
し
て
t
A

が
新
色
を
始
め
し
帖
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
浴
液
一

C｡

牢

.IL
加
｡

c
t

一
円
淀
川
液

を
櫛
･3
一
〇
〇
鑑
の
取
組
縦
中

に
て
二
C
分
川
加
熱
し
た
る
後
に
(根
絶
約
八

一
度
迄
)
フ
ェ
ノ
ー
ル
精
練

一
C｡
を
拭
加

D
t
二

日川
侵
川
液
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
溶
液

一
cc
牢
印
加
o

E

t

一
口
仙
淀
川
波
を
そ
の
ま
1
伏
在
し
て
､
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
液
を
托
加
せ
ざ

る
場
合
(
比
較
)0

二
'
結

火

右
･甘
f
駿

の
紡
;北
.ほ
新

二
ハ
衣
の

如
し
.

}.禦

11(
滋
に
よ
れ
ば
､
相
の
フ

ヱ
ノ
ー

ル
!.･1=
巴の
瀧
淡

と
､
維
持

柵

の
フ
ェ
ノ
ー
ル
i.=
巴
の
瀧
淡
と
の
恥
係
･ifi
甚
だ
よ
′
⊥

致
し
て
､
例

外
を
認
め
ず
'
∬
つ

耶

1

茄
炎
と
も

一
放
す
乙
な
-1
0

緑
川

7
日
川
の

蛇

川
液
に

､
庇
に
フ
ェ
ノ
ー
ル

1
∝
を
か

へ
た
る
帖
と
'
そ
の

川
は
日
成

を
紙
代

l
打
屯
に
似
有
し
;･j
き
て
'
前
部
か
m

i
Tを
始
め
た
る
時
に
フ
ェ
ノ
ー
ル

一
cc
繋
げ
加
し
て
､
榊
昔
の
前
出
S
辿
鑑
札
び
浦
佐
を
比
匪

した
る
に
'
筏
署

の
場
合
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
溶

液
‥托
加
後
に
;+
-
祈
色
す
る
を
ll
た
り
C
例

へ
は
川
A
は

1
三
日
後
に
淡
茶
純
甘
に
前
出
を
始
め
た
る
に
'
川
B
は
津
山-1
後
;i
-
も
六

日
後

に
茶
糾
凸
山
に
な
れ
-
o
叉
閏
A
は
一
二

L;
筏
に
棟
黄
桃
也

I
に
石
出
し
た
る
に
'
匪
B
は
汁
加
し
て
比
に
川
=
後
に
溌
茶
組
也
瓜
に
前
色

し
て
'
そ
山
速
度
叩
き
を
認
む
｡
か
-
浸
日
成
に
爪
ち
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
浴
油
牢
印
加
す
る
よ
り
も
'
之
を
･tg

い
日日日
放
位

し
た
る
後
に
フ
ヱ

ノ
ー
ル
を
‥川
加
す
か
は
'
新
色
.ii
鯨
が
叩
き
を
認
む
る
な
-
C

渋
色
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
荊
i
lを
な
す
べ
き
日収
H
波
を
'
耕
氏

Ji
C
C
比
の
恒
渦
耕
中
に
て
二

C
分
州
加
班
し
た
ろ
帖
は
'

(
流
況
約
八

1
度

小
輩
大
審
の
フ
ェ
ノ
ー

ル
れ
色
の
脱
帥
州
に
パ
フ
ク
レ
ゾ
ー

ノー
'
ベ
ン
す
す
/
Y
.11=
れ
n
1<
敵
i.gtき

て

一
川
上

.i



小
賓
大
変

の

フ

ェ

ノ

ー
ル
や
色
の
原
田
肋

に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー

ル
t
.(
ソ
チ
ヂ

ソ
呼
の
:tS
色
反
啓
に
就
き
て

1
州
六

追
)
'
之
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
を
加
ふ
る
も
'試
料
.13
潮
北
這

茄
巴
せ
ぎ
り
し
｡
故
に
加
熱
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
府
色
力
を
湘
滅
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
.

T
H
m
:Z
川
根
と
二
日
川
は
H
波
と
の
比
較
に
於
て
は
'
二
日
榊
は
川
･tg
の
分
が
少
し
-
淡
S
]
と
な
-
､
且
つ
そ
の
辿
庇
も
;+
し
｡

淀
川
液
を
そ
の
ま
1

保
和
し
て
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
を
加

へ
す
放

く_Vt山
す
れ
ば
､
濁
れ
ど
も
何
S't
茄
i
l如
し
｡

前
述
の
如
-
､
.q
H
演
を

一
c
c
度
の
悼
淵
淋
中
に
氾
き
て
(
純
淵
約
八

1
壁

.JJ
)加

糾.:す
れ
ば
'
詔
色
力
,LJ火
ひ
'
又

1
泣
時
皿
放
芯
す

れ
ば
爪
色
が
辿
か
に
な
る
こ
と

で

よ

-

､
そ
の
前
tj

山
原
囚
は
彬
崩
に
よ
る
と
比
る
を
愛
常
な
-
と
せ
ん
O

節

三

節

前
二

節
S
･反
績
試
廠

l
J
試
料
及
び
カ
法

前
二

節
の
性
腺
の
結
;)
を
確
か
め
ん
が
馬
め
に
､
同
様
の
やf
験
を
蚊
増
し
た
-
｡
そ
の
試
料
娃
前
二
回
に
川
ひ
し
も
の
に
同
じ
O

一
旦
二

十
日
に

試
料
五

C
抑
宛
を
蒸
滑
水
二
五
∝
に
浸
訳
し
､
二
川
時
側
後
に
滋

哩
枚
方
C｡
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
溶
滴

一
∝
牢
托
加
し
た
る
も
の
を
排
畔

と
L
t
之
を

A

と
な
し
て
'
佃
他
に
次
の
如
-
B
､

C
､
D
t
E
の
収
破
ひ
な
し
た
る
も
の
む
ぷ
け
て
比
較
を
な
し
た
-
.

A
､

一
日
糊
泣
出
液
五
∝
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
液

一
∝
軍
法
加

B
､

一
日
川
緑
川
液
五
cc
に
'
フ
ヱ
ノ
ー

ル
溶
液
二
C｡
草
江
加

C
'

一
日
糊
.i3
日
液
瓦
C｡
を
､
捕
氏

.i
O
O
度
の
乾
燥
詣
中
に
て
二

C
分
加
熱
し
て
(純
減
八

一
鹿
追
)､
フ
ェ
ノ
ー

ル
溶
液

一
∝
草
托
加

D

､
二
日
仙
出
川
液
五
∝
に
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
滴

1
∝
牢
.rTt-三
加

･i(

二
日
rT
役
目
液
五
∝
を
'
紙
代
九
五
度
の
托
炊
淋
中
に
位
き
て
カー1
仙
t

て
､
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
液

一
∝
生
け
加





二
､
紺

現

れ
従
輪
の
結
火
は
那

1
七
火
の
如
L
o

訣
別
申

T
･
ruZyaret
･･
lu
Eescens.
及
び

T
･
tuJ･gitl･zLuL
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
て
粒
が
里
親

色
に
染
ま
-
t
T
･
d
zL
,"u
m
V
･
7LO
1.,teZf
orm
e

及
び

T

･vu19a

J･etlJ
'er
F･ZLyL
-ne
unt
は
茶
純
色
久
は
渋
茶
初
色
に
染
ま
-
､

T

)
)
o
l
o

n
lcIL･,n
は
不
埠
色
な
る
が
'
那

一
七
衣
に
よ
じ
て
'
二

川
帖
冊
1.2
日
浦
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
前
色

を比れ
は
､
T
･
望
Z.,JS
Yr
･
l,Lte
･Q,Jer77･-
及
び

r
･
＼".I,I.,I,..l,I,JL
に
放
て
は
､

71.-
川
〓
1J.於
て
帯
出
を

柿
崎
'
耕
し
(
渋
皮
を
櫓
し
た
芯
が
､
他
の
.1
.誹
料
は
舛
石
色
な
り
O

IJ
の
帖か
牡
は
前
∴
回
の
結
牡
に

l
致
せ
Il

｡

侵
川
的
;.
ソ
ヱ
′
-

ル
爪

色
･は
'
そ
り
火

山
冊
に
脚
偵
L
t

く

:.:1
日
峠
糊
に
紬
係
れ
る
爪
に

､
:.S
綾
二
.

回
の
T.Ci
H
液
聖
小
色
が
多
少
Ei.
:る
こ
J

J
あ
ソ?
も
､
符
の
新
色

.a

や
絞
七
､
は
〓
絞
り
損
淡
と
は
抑
浬

す
こ
と

明

か

な

り

.

相
川
液
を
川
代

一
〇
C
庇
或
は
そ
れ
以
上
の
陀
仙
鞘
内
に
て
二
C
fT
糊
加
熱
す
る
岬
は
､
之
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
沖
波
一kl加
ふ
る
も
前
出
を
托

す
｡
然
る
に
二
日
州
は
H
波
RL
i購
代
九
4.<
'庇
'
或
は
そ

れ

よ
り

純

化
淵

の
乾

煉

淋

･川

に

て

こ

C
,分
川
加
熱
し
た
る
に
､
甚
だ
埋
れ
て
'
赫
め

て
淡
色
に
草
IJ
L
た
る
故
に
､

1I
C
C
皮
前
後
の
乾
燥
船
内
に
Ej
-
帖
は
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
色
に
影
や
す
る
lJ
と
人
に
し
て
､
之
よ
-
汁
れ

ば
碑
銘
は
け
仰
L
t
之
よ
-
化
け
れ
ば
佃
多
少
の
捕り
力
を
保
,巾
す
る
も
の
と
佃
す
べ
し
｡

一
=
糊
は
川
液
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
二
j
を
加

へ
し
も
山
と
､
二
uu
を
加

へ
し
も
い
と
を
比
較
す
る
に
､
二
uu
を
加

へ
し
場
人
目
に
荊
也
貼
れ
'

後
に
は
棚
潔
E
相
撲
の
荊
i
jと
な
る
o
此
布
1-f
よ
-

フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
綜
加
の
=叫
が
前
也

に形珊
あ
り
と
.'1'
ベ
イ
､
'
い
代
目
液
九
cc
に
封
L
t
フ

ェ
ノ
ー
ル
･は
二
cc
よ
り
も

一
cc
を
通
常
な
り
LLす
｡
即
ち
淀
川
浦
の
五
分
b誓

::帆
を
tE
な
り
と
ナ
C

一
日
冊
淀
川
浦
と
二
日
目-1
相
川
演
と
の
比
較
に
於

て
'
紙
料
に
よ
-
て
>.=
巴
に

1
北
を
拙
ぎ
た
る
も
の
み
か
ど
､
狛
二
排
の
経
験
と
仰
せ

小賓
大
寒
の
フ

ェ

ノ

ー
ル

耶
色

の
府
凶
州

に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー

ル
.
I(
ソ
ナ
ヂ

ソ
琴
の
Ⅵ

色
反
田

に
武

ぎ
て

1
糾
し



八
重
大
葬
の
フ

ェ
ノ
ー

ル
好
色
の
脱
嵐
山
竺
ハ
ラ
グ
レ
ゾ
ー

ル
､ペ
ソ
チ
ヂ
ソ
牢
の
粁
色
反

肘
に
就
き

て

i
仙

八

考
ふ
れ
は
'
7.1口
m
仕
出
液
に
於
て
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
茄
也
の
約
-
な
る
も
の
と
見
る
を
貸
i:=
な
り
と
す
.

第

四

節

小
変

9火
熟
乾
妹

.fJ
そ

の
浸
出
液

の

フ

ヱ
ノ

ー
ル
着
色
反
腔

一
'
拭
料

及

び
方

法

T

･
v
ulg
are
v
･
lu
te･Yce～
8.
T
･
d
u
)･～
7n
V
･
ho

r
d
elf
o
r
m
e.
T
･
V
～
lg
ar
e
v
･f
erJ･u
g
,.n
eu
77L
及
び

T
･
p
olonicu
n叫
を
刷
ひ
て
'

7
月
三

十
日
に
そ
の
粒
を

二
時
TmH
及
び
七
時
仰
'
梯
氏

1
C
五
-
1
二

〇
度
の
乾
性
淋
内
に
て
加
熱
し
た
る
後
に
､
二
川
吋
剛
水
に
浸
油
し
た
り
｡

五
〇
粒
を
埜

10
∝
中
に
侵
し
､
二
月

一
日
に
そ
の
緑
川
碓
井
cc
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
怖
液

一
C｡
車
托
加
し
た
り
.
而
し
て
二
九
日
川
そ
の
新
色

の
和
伽
…を
桧
し
た
-
0

＼

二
'
結

;j
f

右
の
結
北
は
節

1
八
女
の
如
し
｡

小
沓
粒
を
梯
代

一
G
先
I
二

〇
度
の
乾
煉
縦
,<E
に
於
て
三
時
州
乾
放
し
た
ろ
も
の
を

一
日
川
滋
訳
し
､
EZ
淀
川
演
に
茄
分
の
二
=･.〃
フ

ヱ
ノ
ー
ル
浴
液
芳
江
加
し
た
る
城
合
に
､

T

･

vtLlyare
v
･
luEescelW
は
-.t正

iiHI
乾
蚊
の
爪
め
に
､
二
九
日
目
に
納
め
て
淡
-
前
色
し

た

る

の
み
に
し
て
､
七
時
問
後
の
も
の
は
柵
耶
色
な
-
し
｡
さ
れ
ど
此
も
の
は
､
相
を
乾
放
せ
ざ
る
場
合
に
は
､
そ
の
泣
日
成
に
フ
ェ
ノ
ー

ル
を

:t
加
す
れ
ば
､
二
日
後
に
荊
也
す
る
こ
と
､
既
に
比
た
る
仰
な
-
｡

T

･

tTu
)･rLm
,
V
･
h
or
d
eFf
o
7･"Ie.T
･
,:a
(y
w
e
t･･
f
e7･1･u
g
in
eu
m
は
こ
藤

川
乾
雌
に
よ
る
も
､
そ
の
侵
別
解
は
フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
て
空
小
色
に

な

れ

リ

O
T
･
p
o
tuTu

.'
･

ul17L
ば
勿
愉
無
靖
色
な
-
0
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蔀
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t
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室
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0
5

-

1

)OC
C

rrE
{
燕
諾
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,q
.十
･
【j

汁
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‖

血

-
･EliEzL2
4
番
召
.5
0
右
枠
=0
(11･4'

恕
垂
71.(
口
碑韓.

U
t皿-
･
･
E
二
rt
頭
に
琵

講

5

cLlH
7
1

}
-
i,L
IcL･巾T:JJ二〇

以

上
の
如
-
､

1C
l.礼
-
二

〇
度
に
て
乾
燥
す
れ
ば
､
そ
の
淀
川

浦
が
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
色
力
を
失
ふ
こ
と
'
拾
か
も

抑

そ

の
も
の
が

フ

ェ
ノ
ー
ル
新
色
串
を
失
ふ
と
川

一
な
り
O
故
に
述
べ
し
が
か
-
､
粒
を
右
湿
度
に
て
し
畔
仙
加
的
P,:す
れ
ば
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
前
巴
力
を
失
ひ
､
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出
液
の
亡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
と
は
'
そ
の
濃
淡
州

'i
致
す
りつ
を
詔
む
｡
而
し
て
前
回
に

此
す
る
に
.
挺
川
時
附
が
如
き
薦
め
に
､
モ
い
.八
つ
ク
レ
ゾ
ー
ル
･t
.小
色
は
;i
-
或
は
霊

.-11il
な
り
た
り
｡
糾
し
此
侵
日
時
附
に
つ
き
て
は
後

に
仰
弟
末
節
に
於

て
並
ぶ
こ
と
に
な
せ
り
.

範

三

節

短

時

間

の
浸
出

液

の

パ

ラ
ク

レ
ゾ

-
〝
反
磨

1
.
試
料

及

び

方

法

昭
利
十
川
年
二
月
十
七
円
に
､
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ

ン
'
赤
鋪
不
知

1
兆
'
椙

m
小
歩
､
新
中
長
､
円

サ

ヤ
､

及
び
江
化
州
力
を
〓
ひ
'
各

五

〇
柑
宛
を

一〇
C｡
の
蒸
潮
水
に
'
斗
前
九
時
よ
り
止
牛
迄
三
時
仙
_i#
S
L
､

そ
の
緑

川
液
五
C｡
に
.ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
溶
液

C
･井
C｡
を
‥
'TL

加
し
て
巣

色
戊
鰍
を
比

た
=1
.

二
､
結

児

右
横
駿
の
結
児
は
郡
二
t:裏

の
如
し
｡

第
二
二
..束
に
よ
れ
ば
､
夜
;
ニ
砧

剛
に
て
は
､

二
二
円
枝
道
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
前
也
i<
鮎
を
#
せ
ず
.

7
八
日
後
に
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ

ン
の
み
仰
か
に
淡
茶
杓
也
を
点
せ
=1
0

二
C

H
後
に
赤
餅
不
知

1
舵
が
淡
茶
純
色
に
な
-
､
二
五
口
後
に
於

て
新
小
長
が
純
化的
純
色
に
な
れ

-
o
よ
-
て
三
時
川
の
:B
水
に
て
は
苅
巴
の
'iS
困
物
〃
侵

出
が
進
だ
微
瀧
な
る
JJ
と
を
認
む
O
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川

節

大
沓

_.A.T*出
液

の
パ
ラ

ク

レ
ゾ

ー

ル

着
色
反

勝

一
'威
糾

及
び
方

紘

二
月
十
.二
.;
に
日
華
'=
八

.-L
I.批
'
牛

損
'
掠
‥ハ
二

既
､

∩
州

一
批
'
紅
侮
言
1.i
T稚
芽
)
.
…叫
収
t
s
仲

井
fU
t
A
仰
コ

ン
ム
ー
ト
'
<
仲

i<
Jは
I;
.
A
聖

ハ川
シ
)
,

バ

リ
ー

(
H
L
皮
宥
)の

椛
些
1
.C

抑

宛

を
'

〓

L.t
の
非
潮

水に
は
新
し
t
t
三

時
榊
後
に
日
付
川
油

井
')J
た

作

り
て
'
･Tt
に
パ

ラク

レ

ゾ
ー

ル
溶

沌

C･:j
c｡
年
代

加
し

て
t

IA
色
は
広
を
比
た
-

O

二
'
孤

児

it
悦

の

縦
恥

は

弟

二
川
火
の

如
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笥
?
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ノ
ー

ル作的
=

EJ閃
棚
に
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.17ク
レ
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ソ
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ヂ

ノ

守
り
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色
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小
峯
大
野
の
7
エ
J
l

ル
許
色
の
齢
野
郎
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー

ル
､
ペ
ソ
チ
ヂ

ソ
琴
の
肝
也
反
邸
に
就
き
て

JJ
･-
-
･･･A
:芭
rTj
L:
I
H
_B

･〃
エ
30
芸
や
)3
c
c
,I.)
熟

議

J
l
(

十
日

紀
日
L
ノ22
rr#
萱
Lt#
討
た
撃
落
5cc呼
蒲
ご
バ
′､山
V
g
i,
～
-
LヽO.5cc
吋
熊
hrJtH
)
0

第

両

衣
に
よ
れ
ば
'
平
出
を
抜
け
ば
'
乾
田
液
の
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
新
色
t,T
茄
淡
及
び
そ
の
過
酸
昼

二
日
後
に
粒
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
色

の
淡
淡
順
序
に

i
致
せ
-
｡
而
し
て
批
淡
及
び
通
艇
の
発
典
は
初
め
の
=H
に
は
明
碓
な
る
が
､

一
三
円
以
後
に
な
れ
ば
某
舛
明
か
な
ら
す
O

:4･肘
は
､
フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
よ
っ
て
粒
が
淡
色
に
帯
也
す
る
に
拘
ら
ず
'
そ
の
挺
出
液
が
｡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
に
よ
-
て
'
三
日
後
退
鋲
新
色
に



し
て
'
北
ハ後
徐

々
に
苅
也
し
て
'
祉
りて

こ
と
及
び
新
色
が
比
較
的

に
鵜
-
年

h
ざ
り
し
こ
と
は
‖川
和

の特
巴
と
比
仰
す
べ
き
か
O

皮
番
に
つ
き
て
い.'d
H
浦
の
消
色
を
見
る
に
'
肌
比
t

s拙霊
fLJは
淡
-
前
巴
L
t
攻
で
A
畔

コ
ン
ム
ー
ト
の
順
庁
な
れ
ど
も
､

A
･Zi.コ
ソ

ム

ー
ト
は
析
巴
辿
か
に
し

て
､
始
め
の
川
は
S
押
隼
･fJ
よ
-
甚
だ
淡
色
な
り
｡
A

叩

+
J

江
山

､

A
聖
ハ
川

･J,
ユ
.･(
リ
ー
兆
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
れ

色
の
淡
き
も
の
な
る
が
､
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
,.i;
色
は
速
度
も
濃
比
も
進
だ
小

に
し
て
､

徹
に
荊
也
し
た
る
に
過
ぎ
ず
O

か
-
+/
客
に
於
て
も
.iI.Li
机
液

の
バ
ラ
ク
レ
イ

l
ル
前
出
は

フ
ヱ
ノ
ー
か
の
枠
小
色
と
そ
の
濃
淡
が
L
J
鰐

一
致
す
る
を
認
む
o

H
上
州
何
の
性
験
に
於
て
'
小
を
及
び
LJ
炎
の
.i,花
川
液

の
バ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
･<.1新
色
反
収
を
比
る
に
'棚
番
平
出
と
小
寒
西
村
と
を
除
け
ば
､

バ

ラ

ク

レ
.ソ
ー
ル
･LJ小
色
と

托
バ
フ
ヱ
ノ
ー
ル
:.･H
f
J
と

は

Tで

〃
流
派

に
於

て
よ
-

i
放
す
る

を

.?
!
む
.

ー
J
て
.LS
H
淡
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
:'･t
純
を

加

へ
し
城
4
日
と
‥

ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
･.輔
純
を

加

へ
し
槻
(
.･
と
を
比
校
す
る
に
‥

ハ
ラ

ク

レ
ゾ

ー
ル
溶
滴
の
場

4
日
に
'
新
色
が
辿
か
に
'
什

つ

徐
波
が
鋭

敏
に
し
て
'
新
色

の
結
火
を
比
る
JJ
JJ
;丁

江

つ
付
利
な
り

と
す
o
妹

に

比
背

の

=
州
抑

縦

址

に

'
フ
ェ
ノ
ー
ル
柁
新
色
を
比
る
は

濃
淡
山
井
を
捗
る
こ
と
囚
排
な
る
準

之
よ
･=
も
'
そ

の

.･E

川

波

の
バ

一フ
ク

レ
.ソ
ー
ル
･i
酢
を
比
る
こ
と
い
れ
勃
な
る
を
認
め
た
-
｡

第

五

章

浸
出
液
の
性
質
に
関
す
る
葺
聴

以

上

の
か

-
'

小

饗

t

i{
容
の
綻
川
液
に
'
ソ

ヱ

ノ

ー

ル
'

或
は
パ
ラ
タ
レ
'･1
-
ル
牢
';+
力目
す
､･礼
は
'
=…
相
に
よ
っ
て
'
炎
る
依
淡

を
且

す
る
こ
と
を
比
た
る
が
故
に
'
相
川
･.g
も
=
.･-.
相
を
措
定

L
得
る
材
料
と
た
る
な
り
｡
さ
れ
ど
つて
の
侵
川
帖
糊
､
琴

爪
の
取
扱
ひ
'
或
は
拭
_塞

‥川
加
の
日
課

寸
に
よ
-

て
'
新
色

り
結
;)
に
差
を
付
す
る
が
故

に
'
侵
〓
浦
の
性
付目

に捌
し

て
仙
拙

験

を
.S

ぬ

る
必
要
を

〃
芋
l｡
よ
り
て
ソ
ヱ

小
雀
大
姿
の
フ
エ
ノ
.-

ル
i
I
色
-=
脱
関
心
に
バ
ラ
ワ
レ
イ

.-

∫-

'
ペ
ソ
ナ
ヂ
ソ
軍
"
tLI
色
LTY
雌
に
蛇
寸
で

二
h
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小
繋
大
挙
の
7

ヱ
′

-
ル
特
色
の
原
因
肋
に
パ
ラ
久
レ
ゾ
ー
ル
'
べ
/
チ
ヂ

ソ
等
の
耶
色
反
凹
に
絶
き
て

二

ハ○

∫
-
ル
'
及
び
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
溶
液
を
用
ひ
て
'
攻
に
述
ぶ
る
が
如
き
批
胎
を
1日
ひ
た
り
C

性
験
の
.&
弘.i
は
攻
の
恥
項
を
明
か
に
せ
ん
と
し
た
-
0

7
.
は
日
時
胤
と
荊
也
tii
鮎
と
の
槻
係

二
'
慢
川
液
と
成
瀬
の
‥ぴ
カ
.=:.<
と
の抑

係

三
'
淀
川
液
の
加
熱
と
新
色
は
鮎

川
'
火
熟
柿
の
段
目

淡
の
新
仏
便
船

五
'
Hyh
H
液
の
保
存
と
新
色
は
艦

第

一
節

浸
出
時
間
ビ

づ

フ
ク

レ
ゾ

ー
ル
着
色
､､)
の
闘
係

節

二
ハ
ポ
及
卯

7
七
衣

に
純
げ
た
る
代
勝
に
よ
り
て
t
.La
川
相
川
堅

毎

時
糊
と
川
八
咋
川
と
に
な
せ
ば
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
色
は
泣
川
川

八
時
冊
の
帖
に
'
そ
の
新
;
色
の
放
き
を
見
た
い
.
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
に
於
て
も
三
時
川
と
七
日
糊
は
批
と
に
於
て
は
'
後
新
に
於
て
荊
ヒ
の

沸
き
を
見
た
-
(都
二
二
'
二
三
衣
).
か
-
:.jjf;
咋
冊
の
起

き
租
'
消
色

の
潰
き
を
認
め
た
る
は
*
=然
の
加
と
云
ふ
べ
し
.
さ
れ
ど
稚
新
竹
7

が
｡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
を
川
ひ
た
る
場
合
に
'
二
川
峠
川
と
川
八
帖
朋
と
に
企
て
は
苗
色
に
克
服
ハな
-
､
二
川
時
間
以
上
侵
川
す
る
こ
と
の
必

姿
な
き
が
如
き
場
合
あ
る
を
見
た
る
故
に
'
鉱
に
之
に
つ
き
記
述
せ
ん
と
す
.

7
.
席
料
及
び
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ガ
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州
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ユ
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は
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)
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小
繋大
葬

の
フ

ェ
ノ

ー
ル
荊
色

の
耶
凶
曲

に
パ
ラ
ク

レ
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'
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ソ
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ソ
g
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81富o

苅
二
五
束
に
よ
れ
ば
一二
帖
剛
い3
日
液
よ
-
も
､
二
川
鴨
川
侵
川
舵
に
於
て
L
=
i
jが
瀧
-
､
臥
つ
Zt
-
現
は
か
た
11
0
然
る
に
四
八
時
仙
:..日比

H
波
に
於
て
は
､
船

中

や
二
川
時
榊
:j
i田
植
と
そ
の
荊
色
に
著
し
き
ぷ
異
た
し
.
元
#
な
ら
ば
川
人
相
朋
鮎
川
粥
に
於
て
山
に
潰
-
臥
つ
中

か
る
べ
き
も
の
な
る
も
､
然
ら
ざ
る
は
'
此
桝
験
に
於
て
は
前
回
に
比
し
て
紺
前
段

r
八八
多
-
'
し
か
も
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
先
が
年
分
た
り

し
故
に
'
両
者
の
問
に
左
端
を
生
ぜ
ざ
り
し
な
る
べ
し
｡
さ
れ
ば
寝
坊
鴨
川
の
こ
寝

相
は
短
か
き
に
失
す
る
も
､

一
口
又
は
T
古

川
以
前
す

れ
ば
淀
川
は
十
分
な
-
と
14hi
ふ
べ
し
｡



第二節フェノール又はHP,ラクレゾール江加最.i,荊色

.fJの牌係

フェノール又はパラクレゾールの‥l;T加=‥肌は､少きり不可なる比勿論thJ多きに過ぐる帖も..<nrたり心べきは想幌に榔か

らすOよりて鼓に往加張と苅ilJJの関係につきT.J･..t蛤せ=｡

fr.試料FiJぴん法

小春出柿.l鞭枚押付ir)川ひて､-...万.7日に二nC粧せ川cc｡の雄脚火に侵餌し､二川相川後'その侵里批花∝にフェノール二･.･締･.竺竺二ti､川cc牢托加Lt父･LJ資叩促tA倒しハ爪シユ.ハ-1､小筆;)17軸力h=L再ひて三万jTnに二CO位を川0ccの蒸湘火には出し､二川時制後'その侵川浦lt.C｡に.ハラクレゾールY,t%溶液耳目五C.一∝及び:iT∝

車代加してそれぞれ新色,<Lt兄たり.

二､紡;i

右･代願･bJl紺;i,は耶二六衣及び須二七虫の如し.

弟二六虫によれば､緑川波五ccに射しフェノール一頭溶液一誓繋げ加したる帖に､l.I.∝hJは川誓咋加よ-も'茄f]が早-且つ浪e]な-o而して此部に約一七衣に於て;]･.Eる桝に7放する故に､冊逓ひたLJJ.1q'ふべLo押付は∴cc､叉はtuc‥班加によ=1て仝-仙…黄色なるのみならずtl.叫の場合もそ聖爪i1'j鮎の泥きは‖'.j迄に溜めたる所にして､晶桃の特

性なり｡

小輩大器のヮヱ′Iル符控の脱=i州にパラクレゾール'ペソナすソ竿のポe]転職に叔さて〓ハ≡



I;;重
大
葬

の
7

エ
/
I

ル
軒
色

の
限

凶
兆
に
.(
ラ
ク
レ
.'h
I

ル
'
ベ
ン
チ
ヂ
ソ

笹

の
肝
色
反

他
に

弧

き

て

7

六p

掌
.日
,Jパ粁

～丁
犠
GC)･t
l･.FW.茶
什
7
日

＼
I
)i,笹
jJコ辞
L.

(D要
諦

F'
,･
‥
･･･-E
I〓
同
L:′
H
j]
-
El
aCK責

付
40
c
c
7
)
討

議

労

市

概

L

′

24
番
覇
.iE
.1C
g
監

華

&
.5
量

目

1
=
＼
I
,L
tCC
.2.;C
.A.1声

if
D
t[o

些

.,七
光
に
よ
れ
ば
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
束
%
浴
液
に
て
は
､

C
･茄
uu
が

山
∝
よ
-1
も
油
常
に
し
て
'
三
cc
に
て
は
新
色
も
退
く

什

つ
淡
き
を
認
む
Q

以
卜

の結
果
に
よ
れ
ば
'

7
ヱ
ノ
ー
ル

一
%
溢
成
文
は
｡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
LF
.露
:.･肺
湛

1･)川
ふ
る
睦
は
､

二
c
c
粧

Lr両

C
cc
に
.I,ji
訳
し
た

る
淀
川
液
五
cc
に
射
し
､
フ
ヱ
ノ
ー
ル
は

1
cc
叉
は
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル

C
･五

cc
を
油
症
た
-
JJ
す
Q

第

三

節

浸
出
液
の
加
熱
と
パ
ラ
ク

レ
ゾ
ー
ル
新
色
･fJ
の
桝
係



I,当
日
･t]･4'･

･)(
戦
Fi
tS./丁
概
ej
t
Z･.二･'.策
什
､八11.
ヽ

t,

㌧
1
㌧
ぐ
笹

jJLt･LEIE
t

rL,
軍
務

毛 gp詩ヒ JI培>tlヾ .守 掃 帝
･l-,こJt..

′ヽ■ql ノAql ノ■ql

ヽ . ～ ､tr
-...t て ミ て lll､ ミ て

＼ ＼ ～
I I 1
＼▼て~ a て→

卜一 ⊂⊃ ト一 ⊂⊃ U ト一 ⊂)g 宍 g,｢:符 辞 僻

宍 'LT 昆 軒

くつ辞 持 ′つ拝 顔
き ざ 音 ぎ き ざ ぎ

粛 清 斗 帝声 帝 軽帝Hが .I.崇辞 rJⅡ:環,! 甲 意 表j 輔 _～. 浩｢ト.一一Hiヱ芦 だ= 一一iEE: 1uLと芦 が

頂 nSl riE 脚 瓜 A
伸 酔 貞 一 一一 一l■ 一一

l･ttt ミ .モ モ 婦 負斗▲ 米■■砕 由 ⊂＼)コ:応

- tld F-無 5' 転 (▲)

ヽ ヽ l Lth .守 源 戦 戦 コ:
仲 酔 rbl SI
卓 声 ■一# ら .lゝ

由ミ壷 ヽ ヽ ミ 戦. ミ て工CP.ー■ GtI.･..■ 罷;

ぢ ヽ ヽ ■ヽヽ ヽ ■ヽ. 01

十 ; + > +i コユ軒

燕 頭 垂 辞 世 額 ､J

機 器. 帯 海 壬讃 丑 笥-: 4 .r= ｣_

GFt rロ 田 rEt 由 蛤 FET 蘇?

I/
-

-

･
･
･.Ji
円
周
L:.
_
B
I
m
2
00
辞

吋
4c
cc
g)
劫
誠

実
十日弘
田
L
.
24尋
国
保

It
J)
符
琵

寓

5
c

c7I
,
､<
叫.
ヽ
L,
jr
､L
O
･
5cc.
1cc′
3cc
d
iJJn
o

･%
･F
7
拡
注
意
8
7.t
3
符

節
l
回

..t

蛤

蛇
‖
液
を
棚
氏

一
〇
〇
髭
の
乾
放
縦
TIM
に
て
二
C
分
川
加
難
し
(
滅
皿
八

一
度
迄
)
､
之
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
滴
を
1:lt
加
し
た
る
に
'
新
色
力

を
失
ひ
し
を
比
た
-
(卯

一
六
大
)Q
故
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
浴
液
に
づ
き
て
も
同
妹
の
in-f
歯
を
L細
り
返
し
た
り
O

l
､
試
料

及

び
カ

祉

三
日
一
日
i<
容
､
…叩
皮

'

小
藩
､
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ

ン
及
び
西
村
を
〓
ひ
て
､
各
二
n
C
粒
宛
を

柑
C

cc
の
訴
出
水
に
t..li
㍍
し
.
t
二川
帖

か
萎
大
葬

の
フ
ェ
ノ
ー
ル
.S
色
の
脱
因
州

に

.ハ
ラ
ク

レ
ゾ

ー
ル
'
ベ

ン
チ
ヂ

ソ
撃

の
耶
色
斥
鮎

に
此
さ
て

二

ハ
.血



小
盛大
輩

の
フ
ェ
ノ
ー

ル
邪
色

の
原
現
収

に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
'
ペ

ソ
チ
ヂ

ノ
等

bl
顎
色
虎
児

に
敷

き

て

こ

ハ
L

ハ

m
後
に
､
そ
の
侵
出
液
を

1
0
0
舵
の
乾
快
鞘
内
に
二

〇
分
聞
入
れ
位
き
た
-
0
位
乾
煉
袖

山
澗
政

一
C

O
姓
に
通
す
る
蓬
に
一
〇
分
TB
を

要
せ
し
故
に
､
重
に
1
0
0
鑑
に
醍
か
れ
L
は

1
0
分
冊
な
-
L
t
而
し
て
液
温
紘
八

一
鹿
迄
な
-
o
之
を
冷
却
し
た
る
筏
に
は
出
液
五
∝

に
封
し
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
五
郎
溶
液
む
〇
･五
cc
及
び

一
cc
注
加
し
て
､
請
巴
を
見
た
-
0

二
､
結

果

右
･I.df

柵
の
箱
根
は
祁
二
八
衣
の
如
し
｡

/d
l.〓

>

井

やi=三
･Ltf.tJU
J)[t津
叶
､(･7
3T
tJ
y
tr

)

I,
jT17･ttiL
i
帯

.;

..･.(1

L

E
l

だ
LtI辞
0
･
5
cc
常
.).n

■
建
鎖
巻

呼
t

ry

JJ

1
cc

rJ

2
E

l恐
撃

識
〇
･5
c
c
～

T
各
軸
参

府

-

2

El

濡
1
3
E
l

膚
1

4

E
l

楳

一

5

El

蔽

一
6
E
t

荘

モ ミ ミ

ヽ ヽ ■■･ヽi:■ i:I Eコ

ヽヽ

一

ヽヽ

*惑
瑚
選

好

A

･B
ia
IiFr
遜

e

A

#
題
出
蒜

持

≠

店1 賦 浮き叫 i.

21: ＼ Ll'て 斗

N h N ト一
コユ ､ ロ こ日

班 功
E ･モ ミ EE

濯 -#
⊂⊃ rJ ⊂) P

(_r1rつ 胃 官 許(つ

｢:持王 ∩ミ ミ 符
冒 ∃~

孝 滞 巷 薄

瀬 雌!懇 望' 7tJ'L -4

伸 _ヽ こ仲 R? rB
I. 貞

海苔!碑 輔 感 耕一■l lhl 1hIa戸 L_コ .己ユ曲 跡 藤

JIトー.･.- ■一一 一 L.■一

■ヽ ヽ ヽ■ヽ ヽ ヽ

蘇 朔

挙 恐 1

A hTh .<> .野

育 伸
I...■■ 出

｢二十 薄 蒲
淑 光一★一L 一一如 ､

亡一 二四 ､rB 蹄
I-■ 一一

米 ミ ミ ミ

遜砕き

さゝヽ.ノイー･.■▲l 斜 索 耕類 弾 .+.
空耳 義 Ln
仲 I .-rB r9 r9

F'

･････････jr..TH
詞
T=
.
H
B

I
E]28
苫
畔
q
O
c
c
7)
淋
毒
71.(
tE
薙
軌

L
′
24
帝
惑
蹄
Er
･ZC

g)疋
琵
斎

･･k
lCOOo
D
群
落
謂
Ft
^
t
t
t
2
0
5
)
或
ぎ
迅

/眉
L
t0
0
寧

日
藤

.{
7D
サ
n
f:1
0
5)
(iil村
瀬
舟
fj
)
h
.･rm
楳
哉
当

で
バ
慧
薄

5

uJ
r:

ハ
9

g
L,
VfI
/L
i
･0
･5
c
c
響

,<
1
c
t.琶

m

o



約
二
八
火
に
よ
れ
は
'
蛇
里

脱
を
僻
代

1
C
O
庇
の
乾
性
.%
内
に
て
約

一
〇
分
榊
旅
す
れ
ば
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
に
よ
-
て
粂
然
葦

L,:-a

に
な
る
も
の
と
'
伎
か
に
淡
-
粥
巴
す
る
も
の
と
あ
-
｡
而
し
て
+)
舵
に
於
て
フ
ヱ
ノ
ー
ル
よ
-
も
パ
ラ
ク
レ
′ソ
ー
ル
は
+I.=
色
舘
的
た
り心
を

認
め
た
り
0

新

二

阿

世
扮

別
に
一
〇
九
比
の
乾
煉
淋
･1;
(
液
仙
約
八
六
.比
迄
)
に
て
加
熱
し
て
､
新
色
収
艦
を
兄
た
る
に
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
は
新
色
せ
ざ
る
を
認
め

た

b
q

そ
の
離
験
を
攻
に
記
さ
ん
と
す

｡

一
､

訪
印

及

び
方

法

小を正伸
1
柁
及
rr
仲
村
t
LJ

沓
岬は
女
川
ひ
､

JtT;
L<

日
に
h
C
;i
モ
弟
滑
水

7
1<
uU
に
二
川
時

制

F.li
肺

し
へ
そ
山
侵
日
収
を
楢
代

1

0
茄
-

一
〇
七
度
の
乾
鴨
離
F<;
に
二

〇
分
榊
入
れ
て
加
熱
せ
り
0
糾
し
托
稚
拙
の
氾
比
が
tL

U茄
艇
に
は
す
る
に
川
分
を
姫
し
た
る
舵
に
'

惟
際

l
C
茄

-
一
〇
七
庇
に
駐
か
れ

L
は

7
六
分
な
-
O
而
し
て
液
温
は
約
八
六
度
迄
た
-
.
冷
却
後
､

五
cc
に
.ハ
ラ
タ
レ
ノ
ー
ル
〇
･茄

cc
及
び
フ
ェ
ノ
ー
ル
浴
液

二
3
車
'-L
加
し
て
荊
i
lを
兄
た
り
〇

二
､
結

灘

右
に
よ
る
紙
火
は
'
那
二

九

よ
い

如

し

0

...i
l
l九
大
に
よ
れ
ば
､
?:･i
川
浦
を

榔
代

二
リ
,九
度

山乾
燥
淋
内
に
て
一
･:(
分
川
熱
す
れ
ば
‥

ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
も
'
叉
フ
ェ
ノ
ー
ル
も
荊

色
す
る
こ
と
な
L
o

以
l
:を
要
す
る
に
'
小
夢

二

<
智
の
淀
川
戒
を
齢
代

一
〇
茄
鹿
又
は
そ
れ
以
上
の
過
度
の
乾
性
祁
･<;
に
て
加
熱
す
る
こ
･llfi
‥
0
分
に
通
す

小
筆
大
婆

-=
フ
ェ
ノ
ー

ル
ポ
色

C:
朗
凶

t恥

に
パ
ラ
ク

レ
ゾ

ー
ル
P
Qへ
ソ
ナ
ヂ

ソ
U
.･･の
行
色
反
性

に
鈍

さ
て

こ

ハ

七



小
繋
大
葬
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
鞘
色
の
原
因
鮎

に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
､
ペ

ン
チ
ヂ

ソ
琴

の
野
e
]反
脚

に
此
bT.Jて

1
六
八

れ

ば

'
液

硯

は
約
八
六
舵
迄
に
汁
･リ
､
フ
ヱ
ノ

ー
ル
に
て
黄
色
せ
ざ
る
は
勿
紬
､
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
に
よ
る
も
祈
也
せ
ざ
る
に
下
る
｡

b̂
'i-〓

･JL配

･iL=･.芳
養

8
･JJ1t替
t
).n'
3>
L,
y
J
I

L
t,a
T･C
iJR.秦

叫 ). ｣ ). ｣ ).
ト ヾー ト ヾt h tJl

＼ ヽ ＼ ､セ ＼ ヽ
1 て 1 て~ l T

tT- ～ さ ＼ > t.

o～ l¢ ヽE; らぎ 哲 cTJ 1 ト｣ 1

仁 ＼. r) ＼ー

登 呂 垂 昌Cp コ (つ

くつPJ冒 義 ′つF3
EJ

昏嚇譲帝怒 塑YEZ ⊇ロ 清 涼 浪 費 ト一虫 類 男.!缶 ;刀

lLt? rElb 一一 CBl 仲 rDrBモ .t､ モ ミl 罪

i■【 Nロユ筋

上 ミ モ ミ ミ CL)ロ コ描

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ■ヽ .一ゝ亡 口揺

ミ モ ヽ .ヽ ミ ミ (Jーコ コ蘇

ヽ ヽ ー ヽヽ ヽ モ ミ 0)班港

H
B
拭

E3
50
ftLE吋
献
或
7).<
)5ccJ‖称
蔑

L
′24
P5:司
濡
′
付
7
)
恐
Ltl煮
付

10
5｡C-
107｡C
8
燕
簿
坊
早

目
2053菌
^
h
{
富
津
存
亡
o

tB
L
1
0
5
c
c
1;
観
ヰ

79
｢
4
ゆ
り
冊
L
rC
か
撃
;
ノ
1
0
5
c
c
l
L
0
7
｡
9
;-
津

{
165}毒
巾
T;o
認
].L
T
薄
地
Lt
謬
8
6撫
r47
3:
17
,
品
3
3]

秘
発

議
5cc,∩
.､ん
5>
g
t/
＼
I
,L
O
･5
cc
5(吋

･川
7
1
/
I
)i
Icc
,tEtぎ
凸

JJ･････････Zr-.rL
ヨ

t=

第

四

節

粒

9加
熱
.fJ
浸
出
液
の
着
色
反
膿
亡
の
㈲
係

小
葬

を
摘
氏

l
〇
五
-

〓

C
比

の成
仏
3-=
･E
に
て
≒

五
､
七
鴫
刷
火
熟
し
た
る
後
'
フ

ェ
ノ

ー
ル
茄
=
色
を
比
た
る
に

'

七

時
川

乾
燥



に
て
は
新
色
力
を
iif
･5
.
五
帖
糊
に
て
tは
茄
色

す
ら
も

の
と
､
文
314祝

)
せ
ざ
る
も
の
と
か

I
l
｡

-

1'帖

川
に
て
は
よ
-

新
た
を
比
た
･リ

(眉

1

衣
)o
叉
●ニ
咋
糊
及
び
七
咋
=3

1
C
t<
-

〓

rJ戊
に
て
加
熱
し
た
リ心
持
･IL
の

蛇
机

液

に

'

｢
ユ
ノ
ー
ル

･]･抑止
を
加

へ
た
る
に
p
-l
l.･-t.T仙
火

軌

…

せ
し
粒

の増
〈
日
に
は
'
二
九
日
純
に
細
め
て
決
-
新
色
し
た
る
も
の
あ
､糾
ど

'
七
冊
に
帖
ズ
ー･H
i
Tに
し

て
､
し
咋
川
加
粕
せ
し
も
の
は
(1滴
=
帖
…

析
出
に
終
れ
･り
(第
一

八
衣
)
｡

問
此
加
と

ば
.ハ
ラ
ク

レ
ゾ
ー
ル
浴
液
に
つ
き
て
J
蛤
せ
ん
が
馬
め
に
､
攻
の
･也

牌

モー
f
ひ

た

り

O

l
､
f<
料

及

び
ん

紘

一二
;
川

日
に
放
心

1
舵
､
西
村
枚
び
仙

一
種
の
小
谷
を
川
ひ
て
'
汁
C
轟

を
場
代

一
C
井
蛙
に
て
こ
帖
榊
半
加
熱
し
､
rtT･γ
‖

非

溜

水
t.

九

uu

に

絹
的

L
t

一

両

咋
州
後
に
､
そ

の
滋

州

沌

LJ江
に

t
L=
う

ク

レ

ソ

ー
=
L
･
一九
∝
吐
び
｢
ユ
ノ
ー
心
Il
a
i

を
:ui加
し
て
耶
f
J
を
比
た
り
`

こ

､

縦

竹

そ
の
結
火
は
lr
C

火
の

カーt
L
｡

耶
三

〇
よ

に
よ
れ
ば
､

火
熱
乾
燥
し
た
る
小
炎

の
淀川
戒
は
フ

ェ
ノ
ー
ル
桁
純
に
て
苅
色
せ
ざ
る
こ
と
､
虹
に
見
た
る
と
川
じ
け
れ
ど
も

パ
一フ
ク
レ
ゾ

ー
ル
に
て
は
廿
し
-
淡
′
､な
る
も
､
･3
帯
i
lす
る
を
偲
む
る
な
-
｡

こ
れ
.∵
7
ク
レ
ゾ

ー
ル
は
消
色
は
腰
が
銘
紋
に
し
て
;i.1=E
J

原
囚
物
山
徴
瀬
に
も
感
J>
ソり
も
の
L
J
+.qJ
ふ
べ
L
o

窮

前

節

泣

出

液

の
保
存

と
.二
フ
ク

レ
ゾ

ー
ル
右
色
戊
腔

l

前

･31
･1t
飴

に
於

て
､
r
,]･i
t'JCS
､=
1
Lly
a
t.e

t一･

e7･:LJ
th
o･qz,ef･1rIm
苦
の
日.:j
川
東
を
購
氏

1
4<
舷
に

〓

有
川
保
付
し
た
り･7
後
に
､
フ

ェ

ノ

ー

ル
晒
:.g
牢
托
加
し
た
,心･に
'
そ
山
'円
め
淀
川
後
即
仲
代
加
よ
り
も
し
目
早
-
靖
巴
が
規
は
れ
t
A

T
･

言
Z91
Ne
V
･
H
o･Qtia･u
r:H
に
LL'
て
は

小
繋
☆
輩
の
7

ユ
ノ
ー
ル
,.t
i
l
日
脚
用
州
に
パ
ラ
タ
レ
′

I

ル
tt(
ノ
十
ヂ
ソ
等
の
引
e
j柁
肺
心
.11
能
三

J

)
八
九



小
輩
大
賢

の
フ

ェ

ノ
ー
ル
好
色
の
原
阻
血
に
.(
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
'
ベ
ン
ザ
チ
ン
寧

日
郡
色
LE!
艶

に
単
ざ
て

i
L
u

adL
･=.〇
牡

片
替

(:1LS

種

E
薄
oD
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j
n
lTt〓
5
0等
吋
1
05LJ
U
;
_
{
2
番
(.ul
紫
iJTf譜
t､′
∴

FH
iH
撫
鞄
Jj(
)
5
ct･11..疋
TT
i
r

2
4
j空
E;5
臥
.
～

,7
)
轟

5
(
:C
ヤ
T

J
人
｡)
j>
L,
1/
-

､L

0
,
5L･C
,i(
Ei
7
1
)

I
l
i

l
t:L･ti=tjニ
O

JJ
･･････-
･̂
･.｢
rR
]
L:

二
七
日
放
退
後

フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
液
を
加

へ
た
る
に
'

淀的
後

の
注
加
よ
-
も

1
七
日
町
-
新
色
が
現
は
れ
た
る
を
見
た
-
(
節

〓
ハ
衣
)O
か

-
侵
m
液
に
Im
ち
に
フ
ェ
ノ
ー
ル
溶
液
k
l:托
加
す
る
よ
-
も
'
之
を
浩
.t
zT
肌
独
仏
し
た
る
後

に
'
フ
ヱ
ノ
ー

ル
牢
.;H
加
す
れ
ば
そ
の
新
色

戊
虹
が
=L
き
を
認
め
た
る
が
､
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
捉

椎
に
て
も
来
し
て
同
根
bl
郡
lt
か
･り
や
<
=
や
を
兄
ん
と
し
て
i
f

の
壮
齢
を
わ
ひ
た
=
,O

一
､
試
料

及

び

心

注

三
月

一
日
に
小
婁
農
林

山
批
及
び
イ
ガ
筑
後
オ
レ
ゴ

ン
を
川
ひ
て
'
二

〇
C)柑宛
を
川

○
∝
bT
萌
潮
水
に
は
折
し
､
二
川
畔
剛
後
に
侵
出



液
茄
cu
づ
ゝ

を
揮
い
て
､
攻
の
三
m
に
.ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
潜
液

〇
･
五
∝
隼
畔
加
せ
り
｡

A

､
tJ
ち
に
パ

ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
捕

液
C.･EhJ
cc
単
作
加

B
､
t.:i
H
液
を
九
日
冊
抽
代

l
九
度
に
放
粧
し
た
る
後
に
､
パ

ラ

タ

レ
､ソ
ー
ル
O
･
九
cc
を
tii
加

C
､
t..･3
;
液
を
七
日
冊
輔
代

一
束
鹿
に
放
ilj
L
た
る
筏
に
'
パ
夢

ク
レ
ゾ
ー
ル
C
･茄

cc
を
作
加

二

'紡

来

れ

わ結
頻
は
節
二
二

炎
の
如
し
｡

.:jT川
-
･艶

,l･壌
k
.tLLJ.itで
芸
け1ti
,i_
,
t
j
7.
や
L,
.＼
I

)L
･J.LfJ.･F

t
8
萱
(,i,i

p
･･･-
-
JT･下
司

P

i
.･:J
iq,
･

±

rL
C
C
fJrや

40cL･Q.)か
諸
71<
f:
改

訂r二
.′N4亭
mi蒔
言
だ
LPJtiLZE
Lt･/j
r
崇

J

T

A
･･･rEit;
,八
･)

g

L,
I/
-

Lヽ
O
.5L:LIB
-JJrI一

]3
･
･･5H
落
､八
7

9
L,
1/
-
､㌣
0-
5
二
.(1川
J.)1L
.

?

･･7
Ll
蔽
､ハ
7
9
L,
/
I
,L
O
･5
H
.I(-i:JrJ･H
o

小
策
大
器

の
フ
ェ
ノ
ー

ル
が
巳
･=
戯
胤
雌
に
7(
ラ
ク
レ
ゾ
ー

八

‥
へ
ン
チ
ナ
ノ
等
か
れ
白
坂
他
に
.#
三
J

‥
L

一



･小壷
大
挙
の
フ
ェ
ノ
ー

ル
耶
仇
の
肘
は
伸
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー

ル
､
ペ
ソ
チ
ヂ
ソ
P
･の
:.･3
色
斥
噂
Ir
粥
き
て

i
L
I
‥

節

三
一
虫
に
よ
れ
ば
t
｡ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
の
場
合
は
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
の
場
合
よ
り
典
-

て
t
は
川
純
を
邪
丁
目
冊
放
出
し
た
る
も
bJT
が
は

っ
て
ii.=i
j
の

目
視
が
巡
る
1

を
比
て
､
令

-

1Z
対

し
｣
な

れ

-

0
日
･'

此戦

今
に
保
小
破
は
･i*
し
-
淘
-
た
り
.

第

六

章

考

秦

小
番
え
は
+J
容
の
粒
が
フ
ェ
ノ
ー
ル
浴
液
に
よ
り
て
泊
淡
に
･茄
巴
す
る
の
み
な
ら
ず
'
そ
の
ば
れ
液
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
液
を
加
ふ
る
時
は

緑
川
純
も
i.山
巴
L
t
し
か
も
･純
の
帯

tj
Li1
潰
務
に
別
姓
じ
て
'
描
出
純
も
瀧
淡
に
前
t
)す
る
故
に
､
フ
ェ
ノ
ー
ル
前
色
帰
_人~
物
は
:.芥
坊
に
水

に
楢
川
す
る
も
の
な
る
を
知
る
な
-
a

小
葬
を
火
熱
す
る
時
は
'
そ
の

渦
疫

の
=什
る
に
種
ひ
'
叉
そ

の時
別
の
長
き
に
従
ひ
て
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
前
也
巾
を
A
/
ふ
も
の
に
し
て
'
描

氏
一
〇
五

1
7
一
〇
庇
の
乾
快
鞘
内
に
て
七
時
は11
i<)
胸
す
る
時
は
'
そ

の

消
色
力
を
欠
ふ
を
見
た
-
.

叉
侵
川
波
を
雌
氏

1
〇
五
庇
に
て
二

〇
分
川
瀬
す
る
時
も
(
液
淵
約
八
六
促
進
)
､

侵‖
浦
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
F'=
色
力
を
ii(
ふ
｡
1tJれ
ば
そ
の
･肌
色
原
_人t
物
･は彼
此
加
熱
に
よ
-
て
破
喰

せ
ら
る
1

こ
と
明
か
な
-
c

T.t
日
時
川
は
ニ
tt帖
附
に
て
は
輔
か
き
に
火
す
.
;州
相
に
よ
り
て
'
そ
の
相
川
に
吐
逆
あ
-

て
'
浸
H
L
IS
き
=E.
純
に
て
は

i
E
m
の
相

川

に
て
止
-
､
出
川
の
後
る
1
も
の

は
二
日
冊
の
蛇
川
か･Jd袋
す
る
な
す
O

小
蕃
及
び
人
賓
は
只
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
肺
液
に
よ
っ
て
消
色
す
る
の
み
な
ら
ず
､
又
.ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
'
ベ

ン
チ
ヂ

ン
'
グ
ア
ヤ
ツ
タ
丁
雄

り
メ
チ
ル
ア

ニ
リ

ン
等

に
よ
り

て
も
]･.山
i
lL
､
し
か
も

フ
ヱ
ノ
ー
ル
拾
i
lの
浪
淡
に
胡
瓜
じ
て
'
右
加
薬
に
上
り?
も
新
i
jに
淡
淡
を
牝
す
る

汰
-
｡



花
水
彬
岩
は
乾
熱

に
よ
-

て
そ
の
折
力
を
火
ふ
は
勿
論
な
る
が
､
そ

の水
又

は
グ
リ
セ
リ

ン
肺
演
を
加
熱
す
れ
ば
､

一
件
容
弘
に
そ
の
汁

力
を
失
ふ
も
の
な
る
が
'
小
歩
､
i/
毅
の

フ

ヱ
ノ
ー
ル
耶
也
を
起
す
似
囚
物
も
同
根
の
什
LS
を
祁
す
る
な
り
｡
父

酵
崩
は
棚
些

二
井
上

<

C

舷
に
て
北
も
よ
-
捕
力
を
現
は
す
が
､
フ
ェ
ノ
ー
ル
小
色
は
､
榔
It
川

?
六
C
比
に
於

て
帖
も
;i
-
規
は
る
I
と
は
た
る
こ
と
1
榊
姓
す

る
な
り
｡

解
素
:.松
川
浦
を
似
〃
す
る
畔
は
'
そ
･̂t.捕
力
を
増
加
す
る
こ
と
が
加
ら
る
～
が
'
此
作
験
に
放

て
も
T.lI
f
==
減
を
独
超
し
た
ろ
後

に
'
フ
ヱ
ノ

ー
ル
:-･補
液
を
加

へ
た
る
叫
A
日
に
､
L;J
後
よ
り
も
rL
-
#
.色
は
虹
を
比
た
･り
b
併
し
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
山

域
倉
は
之
を
認
め
ぎ
り
L
｡

;.化里
杓
に
加
ふ
･,
tT
ツ
ユ
ノ
ー

ル
又
は
バ

.｢
プ

レ

.ソ
ー

ル
準
1-1
の
=叫
は
'
爪
t
)
に
脚
係
わ
り
て
､
*
に
過
=
Ⅷ

あ

る
を
?:.!む
｡
例

へ
ば
.
JrC
C
,

川
と
川
〓
a
S
人
に

言
.=反

りは
T.=
し

た

り山
柁
;

･八
に

'd
に

H
:

て

こ
ノ
･-
ル
1
.%.淋
華
七
一
比

'
半

ハ
ラ

ク

レ
ゾ

ー

ル

.巧
P.締
･八
号
I
･'<

cc

乞
加

へ
た
る
帖
に
'
山
も
よ
-
茄
t
jす
.･心
を
見
た
･リ
O
之
よ
-

‥‥1-'少
き
も

'
叉
多
･tJ
も
詔
i
lが
此
れ
1I
.
つ
溌
身
を
此
む
も

L
'-l
O

小
番
父
は
+J
杏
の
=.;
捕
捉
･:<
に
は
､
ソ
ユ
ノ
ー
九
､
｡I
.ソ
ク
し
ノ
ー
ル
'
或
は
ペ
ン
ナ
ヂ

ン
溶
液
藍
川
ひ
て
､
粒
の
帯
出
を
止
れ
ば
､
和

効
な
る
が
､
北
中

ソ
ヱ
ノ
ー
ル
tr
)仙
川
す
る

た
仙
利
た
り
と
す
o
文

一
〓
叉
は
二
日
冊

の緑
川
純
に
於
け
る
フ
ェ
ノ
ー
ル
或
は
バ
ラ
タ
レ
ゾ

ー
笠
.L=
巴
戊
鮎
を
比
る
こ
と
も
'
〓州
椛
鑑
別
･L=
に
和
地
に
し
て
'
た
･lJ
ひ
粒
の
L'=
色
に
て
･は
Jii
別
し
柑
ざ
る
も
山
も
､

淀川
浦
山
詔
色
は
虹

に
よ
っ
て
籍
ハ止し
日
ソ･?
甥
介
あ
り
｡
例

へ
は
両
村
と
州..火I林

.5
批
L
jJt
f相
に
於
て
は
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
､
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
i::
に
'
そ
の
前
色
土

に
差
=.i'作
少
な
れ
ど
も
'
吊
り.:i里

純

に
誹
兼

γ
.i
ふ
れ

は
､
そ
T,Jl
拾
色

の
速
は
に
よ
り
て
両
=州
純
を
帖
別
し
:粘
る
が
如
し
.
又
皮
寒
に
於
て

は
'
そ
の
相
川
純
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ

ー
ル
を
加
ふ
る
こ
･,)
に
よ
.り
て
'
甚
し
-
鑑
定
に
小
効
な
る
を

認
む
リ?
良
-
i

以
l
種

々
の
祁
:.t
を
巧
整
す
-,3
に
'
小
寒
人
容
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
ル爪
た

わ

は
囚
物
は
彬
糸
に
し
て

､
両
か
も
ソ
ヱ
ノ
ウ
I
ゼ
に
伏
りん
も

わ
な

･=
重
火
器
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
t
･E
Lの
附
岨
亜
に
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
.
.へ
‥ノ
サ
ザ
ン
W
.･小
だ
色
坪
田
i,如
き

て

‥
L
∴



小
野
i<
野
の
7

r･;
ノ
ー

ル
軒
色
の
庶
限
弘
に
.(
ラ
グ
レ
ゾ
ー

ル
.
ペ
ソ
チ
ヂ

ソ
串
の
耶
色
反
赴

｢
庇
き
て

3
七
川

-
と
訟
め
て
誤
な
か
る
べ
L
O
既
知
の
如
-
フ
ヱ
ノ
ラ
-
ゼ
は
七

〇
I
八

〇
庇
に
て
崩
塊
す
る
も
の
な
-
O
而
し
て
小
券
大
審
の
‖冊
租
絵
肌

に
は
究
づ
粒
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
茄
色
.を
見
る
べ
-
､
訳
し
之
に
て
新
仏
の
'E
別
朋
畑
な
る
時
は
'
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
'
ベ
ン
チ
ヂ
ン
等
の
浴
液

に
て
新
色
す
べ
し
｡
仰
=仰
相
の
笹
別
を
な
し
得
ざ
る
時
は
'
混
里
爪
の
黄
色
独
和

1nLな
せ
ば
､
口m
和
鑑
定
を
な
し
得
ペ
L
o

ー同■tHH一

一
､
小
雀
及
び
大
要
の
フ
ヱ
ノ
ー
ノー
前
i
l
の'iS
凶
を
明
か
に
L
t
併
せ
て
Lr.
.ソ
ク
レ
ゾ
ー
ル
'
ベ
ン
チ
ヂ

ン
等
の
#
.紫
に
よ
る
小
歩
､
大
審

の
日.;
成
鑑
定

の
効
北
を
兄
ん
が
矯
め
に
'
昭
和
十
川
年

1
1
三
月
に
匪
助
.だ
行
ひ
た
-
｡

二
'
小
黍
､
大
孝
は
フ
ェ
ノ
ー

ル
嘩

他
に
よ
り
て

怖
の々
濃
淡
に
賠
色
L
t
以
て
｡川
和
の
経
過

に
禦
す
る
と
と
耽
報
の

如
-
な
る
が
'
叉
他

の
満
車
+5
ち
グ
ア
ヤ
ツ
ク
丁
健
に
よ
り
て
練
i
j
.
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
に
よ
り
て
茶
純
色
乃
不

満
赤
組
色
'
リ
メ
チ
ル
ア

ニ
リ
ン
に
よ
り
て

茶
褐
色
､
ベ
ン
チ
ヂ

ン
に
よ
-
て
濃
茶
初
色
力
や
紫
出
色

に
浩
i
lL
､
し
か
も
晶
抑
に
よ
り
て
そ
の
新
色
に
僻
決
を
生
ず
る
こ
と
'
フ
ェ

ノ
ー
ル
荊
巴
の
潰
淡
に
利
他
す
る
を
認
む
C
而
し
て
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
及
び
ベ
ン
チ
ヂ

ン
に
よ
る
苅
也
は
､
以
て
∩:｡
和
鑑
定
に
邪
す
る
こ

JJ
を
H
o

三
'
小
券
及
ひ
大
智

の相
川
液
の
フ
ェ
ノ
ー

ル
新
色
は
'
粒

の
フ
ェ
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